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1.  平成22年3月期第1四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 377 △35.2 △71 ― △83 ― △90 ―
21年3月期第1四半期 582 ― △100 ― △115 ― △473 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △11.51 ―
21年3月期第1四半期 △60.23 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 1,567 △243 △15.5 △30.98
21年3月期 1,959 △165 △8.4 △21.03

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  △243百万円 21年3月期  △165百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
22年3月期 0.00
22年3月期 

（予想）
― ― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間 1,079 △22.1 △29 ― △59 ― △63 ― △6.06

通期 2,379 △20.2 83 ― 26 ― 19 ― 1.45
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 7,888,800株 21年3月期  7,888,800株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  38,657株 21年3月期  38,657株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第1四半期 7,850,143株 21年3月期第1四半期 7,858,289株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な要因によって予想数値と異なる場合が
あります。 
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当第1四半期累計期間におけるわが国経済は、世界的な金融、経済危機による景気の低迷や、雇用の

悪化が続き全体的に厳しい状況でありました。  

 当社の関係するプラスチック加工業界及び環境関連においても、景気の低迷や自動車の減産により設

備投資が減少し、厳しい経営環境にあります。 

このような状況下、販売面では、受注を最優先と考え営業人員を増員し、また、社内展示会や顧客へ

のローラー作戦による受注に努めました。また、生産面では、引続きコスト削減に努めましたが当第１

四半期においては、売上高は機械セット物の販売がなかったことや納入機の検収がずれた結果、377百

万円と前年同四半期と比べ204百万円減（前年同期比35.2％減）となりました。利益面につきまして

は、コスト削減はできたものの売上高が減少したため、営業損失71百万円（前年同期は営業損失100百

万円）、経常損失83百万円（前年同期は経常損失115百万円）、四半期純損失90百万円（前年同期は四

半期純損失473百万円）となりました。 

  

（１）資産、負債及び純資産の状況 

 流動資産は、前会計年度末に比べて31.5％減少し、749百万円となりました。これは、現金及び預金

が246百万円、売上債権が166百万円減少したことなどによります。  

 固定資産は、前会計年度末に比べて5.5％減少し、818百万円となりました。  

 この結果、総資産は前会計年度末に比べて20.0％減少し、1,567百万円となりました。  

  

 流動負債は、前会計年度末に比べて19.0％減少し、1,179百万円となりました。これは、仕入債務が

91百万円、短期借入金が209百万円減少したことなどによります。  

 固定負債は、前会計年度末に比べて5.7％減少し、631百万円となりました。これは、長期借入金が47

百万円減少したことなどによります。  

 この結果、負債は前会計年度末に比べて14.8％減少し、1,810百万円となりました。  

  

 純資産は、前会計年度末に比べてマイナス78百万円増加し、△243百万円の債務超過となりました。

これは、第1四半期純損失を90百万円計上したことによります。 

(2) キャッシュ・フローの状況  

当第1四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」と言う。）の第１四半期期末残高は、116

百万円（前事業年度比38百万円減）となりました。 

  

営業活動の結果、減少した資金は46百万円となりました。これは主に税引前四半期純損失88百万円

の計上や、仕入債務91百万円の減少があったものの、売掛債権178百万円減少した結果によるもので

あります。 

  

投資活動の結果、増加した資金は265百万円となりました。これは主に定期預金の解約193百万円を

回収したものであります。 

 【定性的情報・財務諸表等】

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）
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財務活動の結果、減少した資金は257百万円となりました。これは短期借入金純返済額200百万円及

び長期借入金の返済による支出56百万円によるものであります。 

  

今期の見通しにつきましては、平成21年５月14日公表いたしました業績予想に変更はございません。

  

 1. 簡便な会計処理 

棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、帳簿残高によっており

ます。 

  2．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

  

当社は、平成21年３月期において債務超過となり、当第１四半期会計期間末も継続しております。ま

た、当第１四半期会計期間において営業損失、経常損失、四半期純損失営業キャッシュ・フローのマイ

ナスを計上しております。  

さらに、株式会社ジャスダック証券取引所より引続き特設注意市場銘柄に指定されております。このよ

うな事態は、顧客との商談や仕入先との交渉あるいは金融機関との資金調達において、債務超過状態が

続く場合には障害となり、一部の先の受注量の減少や銀行との取引に困難な状況となっております。当

該状況により、継続企業の前提に関する重要事象が生じております。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

3. 業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 継続企業の前提に関する重要事象等
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 166,727 412,774

受取手形及び売掛金 132,703 298,897

製品 203,275 135,329

仕掛品 160,364 171,977

原材料及び貯蔵品 39,230 39,934

その他 49,147 35,716

貸倒引当金 △2,283 △342

流動資産合計 749,165 1,094,287

固定資産   

有形固定資産   

土地 508,000 508,000

その他（純額） 199,849 194,036

有形固定資産合計 707,849 702,036

無形固定資産 72 72

投資その他の資産   

その他 215,805 268,787

貸倒引当金 △105,424 △105,365

投資その他の資産合計 110,380 163,422

固定資産合計 818,302 865,530

資産合計 1,567,467 1,959,817

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 347,134 438,990

短期借入金 615,395 824,767

未払法人税等 3,567 9,120

引当金 29,160 22,861

その他 184,338 160,168

流動負債合計 1,179,596 1,455,908

固定負債   

長期借入金 419,367 467,033

退職給付引当金 114,991 113,445

繰延税金負債 89,608 88,558

その他 7,109 －

固定負債合計 631,075 669,036

負債合計 1,810,672 2,124,945

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,205,000 1,205,000

資本剰余金 3,441 3,441

利益剰余金 △1,580,011 △1,489,654

自己株式 △5,068 △5,068

株主資本合計 △376,637 △286,281

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,788 △9,491

土地再評価差額金 130,645 130,645

評価・換算差額等合計 133,433 121,153

純資産合計 △243,204 △165,127

負債純資産合計 1,567,467 1,959,817
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(2)【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 582,102 377,459

売上原価 472,221 305,047

売上総利益 109,880 72,412

販売費及び一般管理費 209,952 143,955

営業損失（△） △100,071 △71,543

営業外収益   

受取利息 948 435

物品売却益 788 23

その他 1,025 933

営業外収益合計 2,762 1,391

営業外費用   

支払利息 14,178 10,060

手形売却損 － 2,223

その他 3,532 1,449

営業外費用合計 17,711 13,733

経常損失（△） △115,020 △83,884

特別損失   

たな卸資産評価損 158,176 －

減損損失 263,461 －

子会社清算損 － 4,780

その他 778 －

特別損失合計 422,415 4,780

税引前四半期純損失（△） △537,436 △88,665

法人税、住民税及び事業税 1,684 1,691

法人税等調整額 △65,775 －

法人税等合計 △64,091 1,691

四半期純損失（△） △473,345 △90,356
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

税引前四半期純損失（△） △537,436 △88,665

減価償却費 16,361 7,105

減損損失 263,461 －

子会社清算損益（△は益） － 4,780

引当金の増減額（△は減少） 21,840 9,844

受取利息及び受取配当金 △1,166 △876

支払利息 14,178 10,060

売上債権の増減額（△は増加） 346,821 178,289

たな卸資産の増減額（△は増加） △165,678 △55,629

仕入債務の増減額（△は減少） 16,150 △91,369

たな卸資産評価損 158,176 －

その他 △74,275 △5,277

小計 58,433 △31,737

利息及び配当金の受取額 2,251 1,309

利息の支払額 △14,622 △9,551

法人税等の支払額 △7,917 △6,766

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,145 △46,746

定期預金の増減額（△は増加） 40,009 193,713

有形固定資産の取得による支出 △5,814 △3,210

子会社株式の取得による支出 △26,104 －

子会社の清算による収入 － 21,324

その他 △6,548 54,036

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,541 265,865

短期借入金の純増減額（△は減少） △58,650 △200,229

長期借入れによる収入 50,000 －

長期借入金の返済による支出 △66,153 △56,808

自己株式の取得による支出 △69 －

その他 － △648

財務活動によるキャッシュ・フロー △74,872 △257,685

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △35,186 △38,566

現金及び現金同等物の期首残高 453,710 154,903

現金及び現金同等物の四半期末残高 418,524 116,337
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当社は、当第1四半期累計期間において、営業損失71,543千円及び四半期純損失90,356千円を計上す

ることになりました。なお、平成21年度３月末に165,127千円であった債務超過は、当第１四半期には

四半期純損失を計上した結果243,204千円となりました。その後平成21年８月３日の株主割当増資

94,441千円により債務超過が減少しております。また、引続き特設注意市場銘柄に指定されておりま

す。  

 このような事態は、取引金融機関との契約条項に抵触を招き、新規融資、借入金のロールオーバー、

手形の割引、信用状の発行など取引金融機関との今後の取引と平成21年９月以降の資金繰りにおいて不

確実性が認められます。    

 これらの状況は、継続企業の前提に疑義を抱かせる事象又は状況に該当いたします。当社はこれらの

事象または状況を解消すべく以下の通り諸施策を実施いたします。 

（販売促進施策）  

 ① 配置転換による販売従事人員の増加  

 ② 社内展示会における新商品紹介  

 ③ 業界新聞、雑誌上での新商品紹介  

 ④ 客先へのローラー作戦の展開による新規顧客の獲得 

 ⑤ 部品、メンテナンス工事の受注増加努力  

  

 （生産コストダウン施策）  

 ① 設計面からの過剰仕様、過剰品質の削除  

 ② 国内外の仕入先との交渉による仕入コストダウン  

 ③ 海外調達、海外生産の拡充  

 ④ 生産性向上を目標とする生産システムの見直しと改善による生産コストダウン  

  

 （固定費削減施策）  

 ① 労務費の削減  

 ② 一般諸経費の見直しと削減  

 ③ 月次固定費を限界利益以内に抑える 

  

 （財務体質強化施策）  

  有利子負債の圧縮による資金効率の向上  

   有価証券、ゴルフ会員権の売却、契約金の受領及び納入機の早期代金回収等を行います。 

 （資本増強施策） 

平成21年８月３日に実施した株主割当増資効果を踏まえ、新商品開発促進と債務超過の解消のため

改めて諸施策を検討してまいります。 

なお、財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を財務諸表に反映していません。 

  

当第１四半期累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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平成21年５月29日及び平成21年６月２日開催の当社取締役会において決議いたしました株主割当に

よる新株式発行の総数が確定いたしました。  

① 取締役会決議による新株式の発行概要  

  （１）募 集 株 式 数 普通株式   15,777,600株  

  （２）割   当   率 １株につき      ２株  

  （３）発  行  価  額 １株につき金     12円  

  （４）発行価額の総額         189,331,200円  

  （５）資本組入額 １株につき金            ６円  

  （６）資本組入額の総額         94,665,600円  

  （７）払込金額 １株につき金              12円  

  （８）申込期間 平成２１年７月２１日から 平成２１年７月２８日まで  

  （９）払込期日   平成２１年８月３日  

  

② 失権株の株式数                 7,907,507株  

  

③ 失権株を除いた新株式の発行概要  

  （１）発行新株式数              7,870,093株  

  （２）発  行  価  額 １株につき金     12円  

  （３）発行価額の総額           94,441,116円  

  （４）資本組入額 １株につき金             ６円  

  （５）資本組入額の総額         47,220,558円  

  （６）増資後発行済株式総数 普通株式  15,758,893株  

  （７）増資後資本金            1,252,220,558円  

  

④ 株主割当増資による調達資金の使途  

  今回調達いたしました資金は、新商品の開発費及び借入金返済に充当いたします。 

 今回の調達による資本増強は、中長期的に当社の業績に貢献するものと考えております。  

  

平成21年４月30日及び平成21年６月30日に短期借入金268,800千円の内207,905千円を定期預金と相

殺しました。これにより同額の担保差入額が減少しています。 

  
  

6. その他の情報

(1) 株主割当による新株式数の確定について

(2) 銀行担保差入額減少について
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